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開催概要 

１ 

平成25年度３Ｒ推進北海道大会２０１３ 

             みんなでやってみよう！ＥＣＯ・トライ・Ｒ 
                        ～エコ・トライ・アール～ 

■日   時  

■主   催  

■共   催 

■後   援  

■協   力  

■会   場  

 

■参加者数  

環境省北海道地方環境事務所 

農林水産省北海道農政事務所／北海道／札幌市 

３R活動推進フォーラム 

イーアス札幌 Ａｔｏｗｎ１Fイーアスコート 

  （札幌市白石区東札幌３条１－１－１） 

総参加者数 延べ約５００名  

平成25年１0月26日（土） 10：00～18：00 

経済産業省北海道経済産業局 



２ 

【開会挨拶】 主催者代表 環境省北海道地方環境事務所 統括環境保全企画官  笹木 秀敏 

 

【３R推進北海道大会2013 広報大使任命式】 札幌ご当地アイドル 『 Ｌｕｍｉｎａ－Ｒｉａ 』 ルミナリア 

【出展PR①】㈱NTTドコモ北海道支社 

 総務部 広報室 社会環境担当 田嶋 政則様 

【３Rクイズ大会（３回実施）】 札幌ご当地アイドル 『 Ｌｕｍｉｎａ－Ｒｉａ 』 ルミナリア 

【出展PR②】㈱マテック   

    システム企画開発部 課長補佐 村中 久敏様 



３ 

  【パフォーマンスライヴ① ルミナリア】   【パフォーマンスライヴ②  

           ジュニアJポップダンス 】 

  【パフォーマンスライヴ③  

   JAMJAMクラブ大通気軽に踊り隊 】 

【３Ｒトークセッション①】『みんなでやってみよう！ 

楽しみながらできる究極のエコ料理・エコライフ』 

 南極料理人/作家 西村淳様 

 北海道コカ・コーラボトリング㈱ 広報・ＣＳＲ推進部 

                    藤井 朋子様 

【３Ｒトークセッション②】『みんなでやってみよう！ 

          〝もったいない”が〝かっこいい“宣言』 

 ㈱ソプラティコＡ．Ｄ．Ｓ インテリアデザイナー 

                        金森陽子様 

 特定非営利活動法人 ひまわりの種の会 理事長 

                       新保るみ子様 

 ルミナリア 

【出展PR③】特定非営利活動法人 

     ひまわりの種の会 理事長 新保 るみ子様 
【閉会挨拶】 環境省北海道地方環境事務所 

         統括環境保全企画官  笹木 秀敏 



進行プログラム 

４ 

ＴＩＭＥ ＬＡＰ ＰＲＯＧＲＡＭ ＣＡＳＴ ＣＯＮＴＥＮＴＳ 

10：00  イベント開始  ※展示・ワークショップ等開催 

11：00 2 オープニング  MC：高嶋 伴子  

11：02 3 主催者挨拶 
北海道地方環境事務所 

    笹木 企画官  

11：05 5 
３R推進北海道大会 
 広報大使 任命式 

  
北海道地方環境事務所 
    笹木 企画官 
ルミナリア ５名 
 

任命式として 
 『３R推進北海道大会広報大使』 
                 タスキを授与 
ルミナリアから感想・意気込み等  

12：30 30 
出展PR 
３Rクイズ大会＆ 
ライブパフォーマンス ① 

 NTT docomo様 
 ルミナリア 
 MC 

出展詳細PR MCⅹNTTdocomo 
３Rにちなんだクイズをステージ観覧者 
と一緒に行う。 
ルミナリアによるライブパフォーマンス 

13：00 90 

３Rトークセッション ① 
『みんなでやってみよう！ 
 楽しみながらできる 
究極のエコ料理・エコライフ』 

南極料理人 西村 淳氏 
北海道コカ・コーラボトリング様 
MC 

南極での究極のエコライフをもとに、日常の

生活でも役に立ち、楽しみながら実践でき

るエコ料理・エコライフを、エコレシピを交えて

紹介する。 

14：30 30 
出展PR 
３Rクイズ大会＆ 
ライブパフォーマンス ② 

 マテック様 
 ルミナリア 
 juniorJpopダンスチーム  
 MC 

出展詳細PR MCⅹマテック 
３Rにちなんだクイズをステージ観覧者と一

緒に行う。 
イーアス札幌マナビヤのダンスチーム 
ルミナリアによるライブパフォーマンス 

15：00 60 

３Rトークセッション ② 
『みんなでやってみよう！ 
 〝もったいない”が 
  〝かっこいい“宣言』 

A・D・S 金森氏 
ひまわりの種の会 新保様 
ルミナリア 
MC 

市内企業、団体参加協力により 
日常の中の雑貨や物を使いまわすことで役

に立つ方法をルミナリアとともに 
トークセッションを行う。 

16：00 30 
出展PR 
３Rクイズ大会＆ 
ライブパフォーマンス ③ 

 ひまわりの種の会様 
 ルミナリア 
 〝ＪＡＭＪＡＭクラブ★ 
   大通気軽に踊り隊 
 MC 

出展詳細PR MCⅹひまわりの種の会 

３Rにちなんだクイズをステージ観覧者と一

緒に行う。 
ルミナリアによるライブパフォーマンス 

17：55 5 クロージング 
北海道地方環境事務所 
    笹木 企画官 
     MC 

閉会挨拶 



主催者代表挨拶 

 みなさんこんにちは、ただいまご紹介いただきました環境省北海道地

方環境事務所笹木でございます。今日はお忙しいなか、ご出席いただ

きましてありがとうございます。 

 ３Ｒ推進北海道大会２０１３の開催にあたりまして主催者を代表いたし

まして一言ご挨拶申し上げます。さて、最近ですがＩＰＣＣというところか

ら気候変動のレポートが発表されました。今世紀末には平均気温が

４．３度あがるとか海面が８２センチ上昇するとか、そのような見出しが

新聞に踊りましたのでお目にされた方も多いのではないかと思いま

す。 

 このレポートによりますと私達の大量生産、大量消費の経済活動が 

ＣＯ２の発生を増加させ、このままですと地球温暖化がますます加速

化し海面上昇や異常気象にもつながると警告されております。     

このような状況の中、環境省では今年の５月、今後の重点施策として

第３次循環型社会形成推進基本計画を閣議決定し、持続可能な社会と成長の両立を目指して各

種施策を展開しているところでございます。私ども環境省北海道地方環境事務所におきましても、

循環型社会の実現を目指して様々な取り組みを行っておりますが、その一環といたしまして、本日

３Ｒ推進北海道大会２０１３を北海道経済産業局、北海道農政事務所、北海道、札幌市などのご協

力のもとに、ここイーアス札幌イーアスコートを会場として開催することになりました。                 

 ３Ｒ推進北海道大会の目的といたしましてはごみの削減やリサイクル活動に身近に接していただく

ことにより、参加されたお一人お一人が循環型社会の実現に向かって自ら考え行動する気づきを

提供するとともに、ライフスタイルを見直すきっかけにしていただこうと、毎年、開催しているものでご

ざいます。今年の大会では３Ｒトークセッションとして南極料理人で作家の西村淳先生から究極の

エコ料理・エコライフをご紹介していただく他、ご当地アイドルのルミナリアに楽しいステージパ

フォーマンスを披露していただく予定にしております。また、会場ではワークショップ、リユース・リサ

イクルコーナーの他、パネル展示を見ながらのクイズラリーなど参加しながら学べる楽しいイベント

を準備いたしております。是非、多くの方々にご参加いただきまして積極的に会場を見ていただけ

ましたら幸いと思います。 

 最後になりましたが今大会をきっかけに更にいっそうのごみ減量化をはかることにより、循環型社

会の形成に向けて取り組みが進むことを祈願いたしまして私からのご挨拶とさせていただきます。

本日はどうぞ宜しくお願いいたします。 

       

 

 
環境省北海道地方環境事務所   

   統括環境保全企画官 

      笹木 秀敏 

５ 

司会進行（トークセッション時コーディネーター含） 

：高嶋伴子氏 



平成２５年度『３Ｒ推進北海道大会２０１３』広報大使 任命式 

６ 

 

環境省北海道地方環境事務所   

   統括環境保全企画官  笹木 秀敏 

札幌ご当地アイドル 

  『 Ｌｕｍｉｎａ－Ｒｉａ 』 ルミナリア 

  ・ゆり（リーダー） 

  ・ひかり（サブリーダー） 

  ・みか 

  ・えれな 

  ・なお 

環 境 省 北 海 道 地 方 環 境 事 務 所        

統括環境保全企画官  笹木 秀敏： 

ルミナリアのみなさん、今日はどうぞ宜しくお

願いいたします。晴れ晴れと輝く爽やかな風

のように３Ｒの広報について、みなさんのお力

添えをいただきたいと思います。今日は１日 

宜しくお願いいたします。 

 

ゆり（リーダー）：今回、ルミナリアが３Ｒ大使に

任命していただいたという事で、私達も学び

ながら楽しませてもらって頑張っていきたいと

思います。宜しくお願いします。  

みか：３Ｒ大使に任命させていただいてこれか

らもっともっと勉強して頑張っていくので宜しく

お願いします。  

えれな：今回、３Ｒ大使という事でとてもうれし

いです。これから自分でできることを探して

いって頑張っていきますので宜しくお願いし

ます。 

ひかり：３Ｒ大使に任命していただきありがとう

ございます。これからリサイクルとか頑張って

いきますので宜しくお願いします。  

なお：今回は３Ｒ大使に任命していただいて

すごく光栄に思っています。若い人たちが 

先頭に立っ て

これからどんど

ん環境につい

て 考 え て い け

た ら い い な と

思 っ て い ま す

のでどうぞ宜し

くお願いいたし

ます。 



７ 

 田嶋氏：そうですね、長い人は大体３年から

４、５年ぐらい使用しますから機械自体にも愛

着を持たれる方はいらっしゃいます。ただ、 

写真ですとかその他のデータ関係というの

は、ちゃんと新しいものに移行できるように

なっておりますので、そういう意味では心配な

いのかなと思います。 

高嶋氏：今、たくさんの機種が出てきていて

機種変更する方も多いかと思うのですが機種

変更する時に以前の電話を回収しますよとカ

ウンターでは言っていただけるのですが、ど

こかでなつかしくなって前の携帯で画像を見

たいと思ってしまう事もあるのですが・・・でも

意外と見ないですけれども。 

田嶋氏：意外と家のどこかで眠っているケー

スの方が多いかと思います。 

高嶋氏：気づかないで１台か２台ぐらいはみ

なさんの家庭にあるのではないかと思いま

す。どうですか？ありますか。うなずいている

方もたくさんおられます。今日もたくさんの方

にお持ちいただいていますので是非、最後

にブースのＰＲお願いいたします。 

田嶋氏：今日、携帯電話の回収という事で１

日行いますが、今日お持ちになっていない方

も多いかと思います。全国のドコモショップで

も随時、使用済みの携帯電話を回収しており

ますので、もしご家庭で眠っている使用済み

の携帯電話がございましたらドコモショップに

お持ちいただけたらと思います。会社は問い

ません。すべての携帯電話を回収しておりま

す。 

高嶋氏：今日、１日宜しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

     

田嶋氏：使用済みの携帯電話を回収しまし

て、それをリサイクルにまわさせていただいて

おります。そしてこのようなエコのイベントに出

展して、たくさんの携帯電話を回収してリサイ

クルするように努力しております。 

高嶋氏：携帯電話の回収なのですが、いらな

くなったものを回収することはわかるのですが

回収するとドコモさんとしてはどのような利点

があるのですか。 

田嶋氏：回収して必要な部品を、だいたい金

と銀とパラジウム、この３つに分別されるので

すが、それをメーカーさんに売ります。それで

リサイクルして新しいものが出来上がります。

金、銀と言ったのですが、たくさんそれで儲

かっているかというとそうではなくて金も銀も

微量しかとれないですし、リサイクルの部品を

創ること自体にものすごい費用がかかります

ので、どちらかというとリサイクル自体は結構、

赤字という感じですね。 

高嶋氏：赤字になっていても、これだけの環

境の中でやらなけらばならない、進めていか

なければならない事が企業の中でもあります

ものね。 

田嶋氏：はい、あります。ドコモのホームペー

ジにも掲載しているのですがドコモ地球環境

憲章というものがありまして、その中でドコモ

は地球環境の保護に貢献しますというふうに

社長のサイン入りで会社として宣言しておりま

すので、その中でも３Ｒの推進というのも盛り

込まれております。 

高嶋氏：携帯電話だけではなく接触が悪く

なってしまった充電器とか、そのようなものも

回収をしているのですか。 

田嶋氏：そうですね、本体と電池だけでも大

丈夫ですし充電器の回収も行っております。 

高嶋氏：携帯電話は機械ではあるのですが、

おそらくみなさん、それぞれデータが入って

いますので、すごく思い入れのあるものだと

思います。それを回収にまわすという事はす

ごく大事なものを手放してしまうような気持ち

になるのですが、田嶋さん自身も思われたこ

とはないですか。 

 出展ＰＲ①  ㈱ＮＴＴドコモ 北海道支社総務部広報室社会環境担当 田嶋政則氏  



８ 

ルミナリア：第３問  

お店で買い物をする時、エコバッグを持参し

レジ袋を断るのはリユースである。 

高嶋氏：さあ〇でしょうか？×でしょうか？実

はこれ１問目を良く聞いていた方ならわかりま

す。ちなみにリデュースはごみを減らすこと 

リサイクルは再生して使用すること、問題に

なっているのはリユースです。さあ どうでしょ

うか？ 

正解は×です。レジ袋を使用することでごみ

を出さないという事でリデュースになるのです

ね。それでは次の問題いきましょう。 

ルミナリア：第４問  

新聞紙からトイレットペーパーを作るのはリサ

イクルである。 

高嶋氏：さあ 〇でしょうか？×でしょうか？ 

こちらは先ほどの問題の関連問題のような感

じです。 

正解は〇です。正解者多いですね、使用済

みの製品から、資源化することをリサイクルと

言うことで新聞紙からトイレットペーパーをつく

ることはリサイクルという事になります。 

結構、まだみなさん立ってますね。次は最後

の問題になりますが今までの問題を思い出し

て最後の問題、じっくりと聞いてください。お

願いします。 

ルミナリア：第５問  

コーヒーの豆かすは消臭剤としてリサイクルで

きる。 

高嶋氏：〇でしょうか？×でしょうか？最後の

問題です。お願いします。９対１ぐらいでわか

れましたね。 

正解は〇です。これは有名ですよね、コー

ヒーの抽出したかすなのですがすぐれた消臭

効果があります。お茶のパックの中に入れた

りすると消臭剤などにもなりますね。 

※じゃんけんにて４人決定。 

ウルトラマンのエコバッグとルミナリアのカード

配布 

ルミナリア：第１問 

３Ｒの３つのＲはリデュース、リユース、リサイク

ルである。  

高嶋氏：簡単ですね、会場内のイベントのタ

イトルにもなっております。さあ、〇でしょう

か？ ×でしょうか？ 全員〇でしょうか？正

解は〇です。おめでとうございます。全員が

正解になりました。全員立っていただいて間

違った方から座っていただきましょう。３Ｒ、３

つのＲがつきますリデュース、リユース、リサイ

クル、おそらくリサイクルは聞いたことがある方

多いとは思うのですがリデュース、リユースど

のような事か説明いただけますか？ 

ルミナリア：リデュースはごみを減らす事でリ

ユースは繰り返し何度も使う事でリサイクルは

再生して使用する事です。 

高嶋氏：普段していますよね、ごみを減らした

り繰り返し使う事をみなさんしていますよね。

ちゃんと３Ｒ生活の中に入っているのかもしれ

ません。それでは、続いての問題です。お願

いします。 

ルミナリア：第２問  

北海道で出る生活ごみの年間量は日本国内

で消費されるたまねぎの量とほぼ同じであ

る。 

高嶋氏：想像しにくいですかね、ごみの量と

たまねぎの量なのですが ちょっとイメージし

て考えてみてください。ちなみにホクレンの資

料によりますとたまねぎの年間消費量、需要

量ですね、平成２２年、およそ１４０万トンで

す。これが生活ごみの年間量と同じかどうかと

いう問題です。〇か×か さあお願いします。

答えが分かれました。正解は〇です。 

たまねぎの年間消費量はこれぐらい多いんだ

という感じもしますが北海道で出る生活ごみ

の年間量１４０万トン、後ほど解説いたしま

す。 

それでは次の問題

お願いします。 

 

              ３Ｒクイズ大会① 
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 ルミナリア： 

みなさんこんにちは 私たちは札幌を拠点に

活動するご当地アイドル ルミナリアです。自

己紹介していきたいと思います。 

１６歳のなおりんこと、なおです。 

私がやっている３Ｒは印刷などで失敗してし

まった時に裏が白紙の事ってありますよね。

そのような時にその紙を自分ではさみとかで

切って重ねていって最後テープで留めてメモ

帳にしてメモ帳を買わないようにしてごみを減

らすことをしています。今日は一生懸命頑張

りますので宜しくお願いします。 

リーダーのゆりりんです。 

私がやっている３Ｒはマイ箸を使用して割りば

しをつかわないでごみを減らすという事を心

がけています。 

ひかりんです。 

私は良くコンビニとか百均とかでビニール袋

をもらう時にごみにならないようにそれをもら

わないようにしています。 

１８歳のみったんこと、みかです。 

私は出かける時にマイボトルを持ち歩いてい

ます。 

えれちゃんこと、えれなです。 

私はいらなくなった服を人に譲り渡したりして

います。 

 

※２曲 ライヴ披露 

 

ライヴパフォーマンス①（ルミナリア） 
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高嶋氏：３Ｒのトークセッションとなり

ます。皆様、どうぞおつきあいください

ませ。それではこのトークセッションで

すがゲスト、お二方お迎えしておりま

す。まずは一緒にトークをお楽しみいた

だきます、そしてお手伝いいただきます

北海道コカコーラボトリング株式会社広

報ＣＳＲ推進部藤井智子さんです。どう

ぞお越しください。宜しくお願いいたし

ます。そして、今日はトークに、そして

レシピをご紹介いただきます南極料理人

そして作家、西村淳先生です。どうぞ宜

しくお願いします。それではお二方をお

迎えいたしましてトークセッション進め

ていきますが、まずは藤井さんから、今

様々な企業が色々な取り組みをしていま

すがＣＳＲ推進部にいらっしゃるという

ことでＣＳＲとはどのような部署なので

しょうか。 

藤井氏：私達のいる広報ＣＳＲ推進部と

いうのは広報というのは会社がどのよう

な事をしているのかをお伝えする部署に

なります。そしてＣＳＲというのは企業

が地域と密着していろんな事業を進めて

いこうという部署になります。 

高嶋氏：色々な事業を進めていく上でも

今日の３Ｒというテーマはつながってい

きますね。 

藤井氏：とても重要なテーマだと思いま

す。 

高嶋氏：藤井さんがいらっしゃいます部

署はもちろんなのですが女性としても私

達２人、料理のレシピとかも聞きたいで

すよね。 

藤井氏：とても興味あります。 

高嶋氏：料理したいのですが時間がないのと

アイディアが浮かばないのとできれば楽して

作りたいという気持ちがありますよね。 

藤井氏：全く同感です（笑）。 

高嶋氏：それをかなえてくれそうな感じがしま

すよね。西村先生宜しくお願いします。 

西村先生：宜しくお願いします。 

高嶋氏：南極料理人の映画が公開されて忙

しく働いてらっしゃると思うのですが。 

西村先生：おかげさまで、自転車操業ですけ

れど。 

高嶋氏：色々なイベントでお話するかと思うの

ですがみなさんが料理というものに対して何

を一番興味をお持ちなのでしょうか？ 

西村先生：良く聞かれるのは講演会などで奥

様方が手を挙げてうちの旦那はなにを食べさ

せてもうまいともまずいとも言わないというので

す。“まずかったら食わないべ”と言われるそ

の時に料理というのは、もし味つけしてしょっ

ぱいと言われたら、「この頃いっぱい働いてい

るからちょっと塩分濃くしたんだよ」、薄いと言

われたら「あなたの体に気をつかってさ」とい

えば大抵の男は騙せるものだと、それぐらい

の位置づけで自分も料理作ってます（笑）。 

高嶋氏：２つ覚えておけば男心つかめますか

ね。 

西村先生：そうそうそう、大丈夫です。 

 

３Ｒトークセッション①『みんなでやってみよう！楽しみながらできる究極のエコ料理・エコライフ』 

南極料理人・作家     西村 淳先生                                     

北海道コカ・コーラボトリング㈱  

  広報 ＣＳＲ推進部  藤井 朋子氏                

         

      （コーディネーター：高嶋 伴子氏） 
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高嶋氏：今日は、料理のレシピはもちろんな

のですが、３Ｒ推進北海道大会という事で、３

Ｒというと難しいイメージがするのですがリ

デュース、リユース、リサイクルは、西村さんが

行ってらした南極ではあたりまえのようにして

いた事というか、しなくてはいけない事ですよ

ね。 

西村先生：そうです。南極にどのぐらい滞在し

ていると思います。 

高嶋氏：１か月とか２か月ですか。 

西村先生：１年２か月そこにいます。往復で２

か月かかります。１年４か月かかります。自分

達の基地は昭和基地よりももっと離れたドー

ム基地というところだったので、それぐらいか

かります。そして補給が一切できません。南

極観測船しらせが一旦、日本に帰って物資を

持ってきてくれないと補給する手段がありませ

ん。南極はウイルスもいない土地です。 

高嶋氏：１回に持っていくものでしのがなけれ

ばならないという事ですね。あるものでまかわ

なければならない、藤井さんこれって難しいこ

とですよね。 

藤井氏：とても難しいことですよね。私も冷蔵

庫にあるもので何かを作りたいと思ってもなか

なかぱっと思い浮かばないので本当に難しい

と思います。 

高嶋氏：例えば、私達の生活もそうですが、

今、着ているものも全て資源から出来ていて

季節の変わり目で寒くなったら新しいものを

買わなければならないと思って、でもそのお

店にも行けないという事ですよね。 

西村先生：そうですね、店無いですからね。 

高嶋氏：台所が無くて設備もなくてお店も無

い、南極は氷で覆われていると思いますが、

西村先生は水も無いですよとおっしゃられて

いましたよね。 

西村先生：水の原料はあるのですが、世界の

９０％の真水はありますが雪とか氷とかを溶か

して水を作るには結局、燃料を使いますね。

燃料がもったいなければ、やはり水をあまり使

わないようにと考えますね。 

高嶋氏：氷を私達が飲める真水にしなければ

ならないという事ですよね。 

西村先生：１回、溶かした水はそのまま飲む

のではなくて基地内のボイラーを循環させま

す。すると暖房にもなります。“しらせ”の中で

は、シャワーを浴びるのですがそのシャワー

はハリウッドシャワーと言われて非常に贅沢な

ことでしたね。 

高嶋氏：私、去年の冬に寝台列車に乗りまし

た。シャワーの時間が決まっていまして１０分

浴びるのに５００円～１０００円だったのですが

１０分では足りないなと思っていたのですよ。

でも使っている間だけ出すという事になると実

はあまっていたんですよ。以外とちゃんと節

約すれば使えるんですよね。 

西村先生：そうですね。 

高嶋氏：コカコーラさんとしては環境の取り組

みでどのような事をされていますか。 

藤井氏：色々な事を行っているのですがペッ

トボトルのリサイクル、分別をしっかりしすると

いう基本的な事だったりペットボトルが生まれ

変わってごみ箱になったり、コカコーラの社員

が着ているユニフォームにリサイクルされたり

しています。北海道ならではの環境に良い取

り組みとしては、札幌市の清田区にコカコー

ラの工場がありまして、札幌工場の水源地が

清田区の白幡山にあります。その白幡山を守

る活動といたしまして植樹を行ったり水源地

の散策を子供達と行ったりして水の大切さを

授業したりしています。 

 

３Ｒトークセッション① 
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高嶋氏：環境への取り組みを日本全体、企業

さんも行っていますが、それを南極で自ら感

じてきた西村先生にとって環境の変化というも

のをどのように感じていますか。 

 

西村先生：１つはテレビとかラジオでも地球温

暖化といわれてますよね。南極では今の時点

では本当にあるのかなと言われています。昭

和基地は南極観測隊が今年で５５年になりま

すが一番氷が厚くなっています。そのため、

観測船しらせが近づくことができなくて氷上輸

送を行っております。氷上輸送だと物資の７

割しか“しらせ”から降ろすことができません。 

その為、物資が不足し来年も同じ状況なら昭

和基地は再来年閉鎖されます。逆に南極は

寒くなっているという事です。 

 

高嶋氏：世界では温暖化と言われています

が、その差はどこから来るのですか。 

 

西村先生：南極、北極にはオゾンホールが開

いております。あれは地球の二酸化炭素を調

節する穴と言われています。自分は気象学者

ではないので詳しくは語れませんが、何かが

おかしくなっているのは間違いありません。 

 

高嶋氏：季節の変わり目がなくなってきたり

様々な変化がありますが、昔は北海道では美

味しいお米ができないといわれていました

が、今はできるようになってきている。この変

化を生かしていかなければならないですよ

ね。 

 

西村先生：そうなんです。今日は話ばかりして

いても面白くないし一方通行なので、ちょっと

話をしながらクイズをやりたいなと思います。

誰でもわかるクイズです。ところがそこに落と

し穴があると、なんか景品ないかなということ

で南極の生写真を持ってきました。５問ありま

すので頑張って当ててください。 

高嶋氏：すごくきれいな写真ですよね。 

西村先生：１か月前の昭和基地の写真で

す。真っ暗なのが徐々に明けてきて、この

時の気温がマイナス４０度くらいです。比

較的暖かいですよね。 

高嶋氏：北海道の陸別が寒い気温マイナス

２０何度でしたよね。それの倍というと何

か表現するとしたらどのような感じです

か。 

西村先生：それも映像ででてきます。冬明

けの時期を迎えるところですね。この時期

観測隊の頭の中って何考えているかわかり

ますか？日本に帰ることしか考えていない

ですね。頭の中では昭和基地に近づいてく

る“しらせ”を毎日、妄想している状態で

す。 

奥に見えるのが南極大陸です。“しらせ”

という南極観測船で１１月１４日に晴海を

出港しました。今は飛行機でオーストラリ

アのパースまで行きます。それで最初に遭

遇するのがよっぽど強い人でものたうちま

わるような低気圧です。暴風圏です。時化

が３日ぐらい続きます。そして南氷洋に抜

けていきます。 

そして今日来られた皆様は幸運だと思いま

す。ものすごく珍しい現象が去年の隊に出

ました。パイレーツ・オブ・カリビアンっ

てご存知ですか。１０年に１回死者の国と

生者の国をつなぐグリーンフラッシュとい

うのが出てきます。太陽が沈む瞬間、水平

線がグリーンになることをグリーンフラッ

シュといいます。そして１５０年に１回の

現象、このグリーンがブルーになりまし

た。これがブルーフラッシュです。この瞬

間に遭遇する事が出来ました。空気が澄ま

ないとでてこない珍しい現象です。 

そして、どんどん進んでいくと氷山です

ね、高さが３００メートルぐらい、下には

１５００メートル沈んでいます。そして自

分達を迎えるのが蜃気楼です。 

高嶋氏：船が小さく見えますよね。 

              ３Ｒトークセッション① 
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西村先生：マンモスタンカーの１０倍以上の氷

山です。そして、“しらせ”は低着氷帯という全

部氷の地帯に入っていきます。この上の方が

全部、蜃気楼です。 

藤井氏：さかさまに映るんですね 

西村先生：さかさまというか伸びたように映る

んですね。そして、“しらせ”の奥は南極大

陸、手前のオングル島に入っていきます。自

分達はここからヘリコプターに乗って３０キロぐ

らい奥に入っていきます。これで１年２か月み

んなとお別れになります。 

高嶋氏：映画の中では南極観測隊にいる生

活、つらい部分や楽しい部分が描かれました

が１年２か月はつらい体験なのでしょうか。 

西村先生：いや、楽しかったです。コカコーラ

さまからも多額のご寄附をいただきましてあり

がとうございました。 

高嶋氏：コカコーラさまとのつながりがあるの

ですか。 

西村先生：公式飲料なんです。ペプシコーラ

は知らんぷりしていました（笑）。 

藤井氏：ありがとうございました。 

西村先生：南極はブリザードというものすごい

嵐がくるんです。日本の台風は瞬間最大風

速というじゃないですか、南極は風速５０メー

トルといえば最初から最後まで５０メートルの

風が吹きます。最初は、３０メートルぐらいの

風が吹いてきてロープで引っかけて飛ばされ

ないようにしています。１時間ぐらいしたら５０

メートル、もう外には出れないですね。南極で

１人だけ福島隊員という方が殉職されている

のですがブリザードで飛ばされて西オングル

島という島まで行っちゃいました。３年後くらい

に見つかる傷ましい事故もありました。これが

昭和基地の全景ですが、最初オレンジ色のト

ラックもこのようになってしまいます。ブリザー

ドで南極の砂にまかれて全部下地が剥げて

しまいます。そしてこれからいよいよドーム基

地というところに出発します。１,０００キロ離れ

ています。 

高嶋氏：更にそんなに離れているのですか。 

西村先生：大体３０日～４０日ぐらい掛けて行

きます。雪上車でそりを引っ張って行きます。

このごろになると隊員の色々なわがままも出

てきます(笑) 途中でみずほ基地に寄りま

す。みずほ基地は雪の中に埋もれた基地で

す。実はここでみんな楽しみにしている事が

あります。なんだかわかりますか。 

藤井氏：お風呂に入る。 

西村先生：正解です。１か月以上お風呂に

入っていない状態ですから・・・。 

ここでエンジンを立ち上げ、そうするとあたた

かい排水が出てきます。それは５０度くらいあ

ります。そして周囲の雪を入れたりして４０度く

らいにまで下げてちょうどいいお風呂の完成

です。ここに来ると日本のお父さん達のわが

ままが出てくる、実はみんな何か食べさせろと

言ってきます。そして食料庫に入りウイルスも

ばい菌もいないので腐ることがない食料を調

達します。８年前の生柿が出てきました。そし

てお菓子のじゃがりこにお湯を入れてポテト

サラダを作ります。次に焼肉のリクエストがあり

ました(笑) ホットプレートの代わりにアイロン

を３台並べて焼肉をしました。その次に肉じゃ

がのリクエストがありました。肉を炒めて塩こ

しょうをしここでコーラを入れます。コーラは、

実にスパイスの塊なのです。 

藤井氏：コーラでお肉を煮るとお肉が柔らかく

なるといううわさがあります。 

西村先生：それは本当の事です。そしてドー

ム基地に４０日後に到着しました。あらためて

基地の説明をしますが標高が富士山より高い

です。３８００メートル、平均気温がマイナス５７

度、記録した最低気温がマイナス７９．３度で

す。４０日目につきました。ストレスがない、上

司がいない、部下がいない、女房がいない、

通勤時間なし、ただしこのような環境です。油

断すると凍傷になってしまいます。吐いた息

がドライアイスになってしまいます。世界で一

番過酷な環境です。 

３Ｒトークセッション① 
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高嶋氏：施設の中では、暖房とかはどうなって

いるのですか。 

西村先生：氷を溶かして１９度になっていま

す。 

それでは、クイズ行きましょうか。 

あれこれスーパークイズです。例題を出しま

すので早いもの勝ちで答えてください。 

Ｑ１：世界一寒いドーム基地、コップの水を逆

さにすると何がおきる？ 

①ばらばらの氷の塊になる。 

②流水は凍らないので何もおきない。 

③けむりになる。 

正解は３番、けむりになるです。 

Ｑ２：昭和基地について、基地に元号をつけ

ても国際的な評価をされないため、このことは

実現はしなかったのですが、ある皇族の方の

名前を冠するのが内定していました。 

①エンペラーひろひとステーション。 

②プリンスあきひとステーション。 

③プリンセスみちこステーション。 

正解は、２番のプリンスあきひとステーション

です。 

Ｑ３：映画の南極物語では、タロー、ジローが

話題になりましたが、実は猫なんかも持って

いった事があります。名前は小次郎でした。さ

て食料にするためにつがいで持ち込んだ動

物がいました。その動物とは。 

①羊 ②豚 ③鶏 ④牛 

正解は②の豚です。 

実は隊員になれてしまって殺せないでいまし

たが結局、凍死してしまいました。 

Ｑ４：昭和基地では作業をする前にラジオ体

操をします。それを傍らで見ていたペンギン

がとった行動は？ 

①赤ちゃんを守るため鳴き声で威嚇した。 

②珍しいので近寄ってきた。 

③逃げた。 

④一緒にラジオ体操をした。 

正解は４番、威嚇行動がラジオ体操をしてい

るかのように見えたんですけどね。 

Ｑ５：巣作りができないペンギンはどうするで

しょう。 

①子育てをあきらめる。 

②他の巣に紛れ込む。 

③他の巣から石を盗む。 

正解は３番です。 

藤井氏：盗んでいてもかわいいですね。 

西村先生：ここでオーロラの映像見ましょう

か。 

※ベストオーロラを組み合わせた映像 

                   （３～４分） 

西村先生：１００年に１回の珍しい写真がこれ

です。太陽と月とオーロラがいっぺんに出て

います。次にあざらしの赤ちゃんの泣き声も

聞かせちゃいます。 

※あざらしの赤ちゃんの泣き声 

              ３Ｒトークセッション① 



１５ 

高嶋氏：様々な南極のお話とレシピをいただ

きました。限られたものの中で工夫で創造し

ていくことについて藤井さん、どう感じられまし

たか。 

藤井氏：資源というものは限りがあると実感し

ました。皆様も身近なところからエコを意識し

てもらいたいなと思いました。 

高嶋氏：西村先生は限りある中ですが、すご

く楽しんでレシピを生み出しているような気が

します。西村先生、今日は３Ｒ大会ということ

でリデュース・リユース・リサイクル 循環型社

会、おそらく南極観測隊の中ではあたりまえ

の事だったと思うのですが、それが私達の生

活の中でも大事な環境・時代になってきまし

た。いかがですか。 

西村先生：資源は限られているので、やっぱ

りもったいないという言葉を常に頭に入れて

やった方がいいですね。 

藤井氏：実はコカコーラの札幌工場でもコー

ヒーかすを堆肥にリサイクルしたりしていま

す。 

高嶋氏：まずは知る事が大事なので、会場内

の北海道や札幌市、環境省、農林水産省の

取り組みもしっかり見てみてください。藤井さ

んありがとうございました。そして南極料理人

の西村先生ありがとうございました。どうぞ拍

手でお送りください。どうもありがとうございま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

  ※エコレシピを会場の皆様にも試食 

 

３Ｒトークセッション① 

高嶋氏：それでは究極のエコレシピ６品の説

明をお願いします。 

レシピ１：水切り濃厚ヨーグルト 

レシピ２：ポテ塩ヨーグルトの蜂蜜カナッペ 

レシピ３：とんがりコーンのガーリックディップ 

レシピ４：超簡単おかかまぶし 

レシピ５：コーヒーコーラ  

レシピ６：ちょい足しコーラ りんご酢＋コーラ

で大人の味  

 

 

 

 



１６ 

高嶋氏：今日は小型家電の回収という事で家

電のいらなくなったものを捨てるのにもお金が

かかる時代になりました。どれぐらいの大きさ

から受け取っていただけるのでしょうか？ 

村中氏：マテックでは３０センチ四方までの小

型家電を取り扱っております。札幌市さんとも

協力して市役所などにも会場の後方にあるよ

うな青いボックスが置いてあります。普段は、

マテックの施設、札幌市さんの施設、区役所

さんなどに持ち込んでいただければと思って

おります。 

高嶋氏：この後も夕方６時まで行っているので

すが３０センチ四方ですと例えば小型のノート

パソコンも大丈夫という事ですか。 

村中氏：そうですね。小型のノートパソコンぐ

らいなら入ると思いますし、お子さまの小さな

ゲーム機とかも壊れたものを持ちこんでいた

だければと思っています。 

高嶋氏：小型家電の回収は色々とたくさんあ

ると思うのですが、どのように回収してどのよう

に循環していくのでしょうか。 

村中氏：小型家電の中にも金銀や様々なレ

アメタルといわれる金属、その他の金属も

使っておりますので、それをマテックの工場の

方に持っていきまして素材ごとに分別を行い

工場内でリサイクルできるものは実施し、その

他メーカーさんに持ち込んで様々な金属に

なっていくという作業を行っております。 

高嶋氏：どういったものを皆様持ってこられる

事が多いですか。 

村中氏：最近ですと入れ替えシーズンなども

ありパソコンが多いですね。 

高嶋氏：電化製品なども思い入れがあって買

い替えしてもなかなか捨てられないということ

ありますよね。 

 

村中氏：でも最近ですとWINDOWS７ですとか

最新のＯＳのものに買い替えしてしまうという

事がありますので古いＸＰのパソコンなどは使

わないという方もおられると思います。是非、

使わなくなったパソコンは新しくリサイクルに

まわしていただいてこのような活動につな

がっていければと思っております。 

高嶋氏：今日、お持ちいただいた方には何か

プレゼントはあるのですか。 

村中氏：今日の６時までなんですがこちらの

マテックのブースの方に持ち込んでいただい

た方にはマテックの特製エコバッグとクリア

ファイルをプレゼントしております。 

高嶋氏：クリアファイルも黒いデザインでなか

なか見ないかわいらしい感じのものですね。

エコバッグはピンクとグレーのゼブラ柄です

ね。ご協力ありがとうございます。引き続き宜

しくお願いいたします。株式会社マテックの

村中さんにお話しをお聞きしました。ありがと

うございました。 

 

 

出展ＰＲ②  ㈱マテック 千歳支店 システム企画開発部 チーフ 村中久敏氏  



１７ 

ルミナリア：第１問 

 ３Ｒの３つのＲはリデュース、リソース、リサイ

クルである。 

高嶋氏：〇でしょうか？×でしょうか？お答え

ください。ちょっと簡単だったかな。お願いし

ます。さあ、×が圧倒的に多いですね。 

正解は×です。おめでとうございます。 

全員立っていただいて間違った方から座って

いただきましょう。先程、実は同じような問題

第１問で出したのですがその時はしっかりと

説明していただいて正解〇だったのですが

なにが違っていましたか。 

ルミナリア：これはリソースではなくリユースで

すね。 

高嶋氏：リユースというのは繰り返し使う事でリ

サイクルとは再生して使用することなのです

ね。結構流して聞いていると間違いますね。

ひっかけ問題でもありました。さあ続きまして

いきましょう。次の問題です。お願いします。 

ルミナリア：第２問  

北海道で出る１年間の生活ごみは札幌ドーム

に収めることができる。 

高嶋氏：〇でしょうか？×でしょうか？お願い

いたします。１年間の生活ごみです。想像し

てみてください。札幌ドームです。さあどうで

しょうか？ 

正解は〇です。なんと３名正解がいました。

おめでとうございます。実はドーム内に収める

ことができる量ではあるのですが但しごみを

圧縮して水と同じ比重にすることが前提となっ

ております。平成１６年ぐらいから札幌市の生

活ごみは減っていますので更に札幌市の皆

様に頑張っていただいてどんどんごみを減ら

して札幌ドームが埋まらないぐらいのごみの

量になればと思います。 

それでは３名で最後の問題をお願いします。 

 

ルミナリア：第３問  

飲み終わった牛乳瓶を花瓶にした、これは

リサイクルである。 

高嶋氏：さあ〇でしょうか？×でしょう

か？お願いいたします。 

〇と×に分かれました。さあ正解は。 

正解は×です。 

飲み終わった牛乳瓶を花瓶にしましたので

１度使ったものをそのままの形で使う事は

リユースと言います。リサイクルではあり

ません。×の方が正解です。おめでとうご

ざいます。どうぞ前の方へお越しくださ

い。 

ウルトラマンのエコバッグと更にルミナリ

アのカードをプレゼントいたします。  

実はこの問題、ひっかけ問題でもあるので

す よ ね、お め で と う ご ざ い ま す。    

さあ３Ｒって何のＲかなと思っていた方も

多いと思うのですがリデュース・リユー

ス・リサイクルは似ているようで全く仕組

みが違うんですよね。それがわかることで

様々な生活でも役立つことがありますので

改めて会場内の３Ｒのパネルや資料をご覧

いただきたいと思います。さあ第２回目の

クイズ大会、ルミナリアのメンバーから出

題していただきました。ありがとうござい

ました。 

 

     

３Ｒクイズ大会② 



１８ 

高嶋氏：まなびやはイーアス札幌校 ４歳～１

５歳までが対象のクラスで最新の邦楽ポップ

スで楽しく踊る ジュニアＪＰＯＰダンスチーム

です。 

※まなびやダンスチーム 演目披露 

高嶋氏：ありがとうございました。まなびやイー

アス札幌校４歳～１５歳までのクラスなんだそ

うです。さあ、それではまなびやイーアス札幌

校の稲垣先生に登場していただきましょう。 

高嶋氏：子供達、元気に踊ってくれました。普

段はどういったクラスでどんな活動をされてお

られるのですか。 

稲垣先生：幼稚園の年長さんから小学校の

高学年までダンスを全くやったことのない子

供達をダンスレッスンしています。基本的なス

トレッチから簡単なステップ、このような音楽に

あわせて踊る振付をレッスンの中でやってい

ます。 

高嶋氏：子供さんのなかには、全くリズム感が

ないんですという方もいらっしゃいますよね。 

稲垣先生：今ですと中学校に入ると学校の体

育の授業でダンスが必須になっているのでそ

れに向けて全くやったことのない子がいきなり

やってしまうとすごくびっくりして踊りがいやに

なってしまうと思うので、全くやったことのない

子でもできる範囲で進めています。 

高嶋氏：たくさんの子供達、４歳から１５歳まで

のお子様いると思うのですがクラスの楽しさ、

ダンスの楽しさってなんでしょうか。 

稲垣先生：音楽がかかると自然に体が動くの

と違う学校の子供達が集まってレッスンする

ので色々なところにお友達ができます。学年

の違う子などいっぱいお友達ができます。うち

のクラスはみんな仲が良いのでレッスン中も

笑い声が絶えない楽しいクラスです。 

 

高嶋氏：仲の良さもダンスで表現できたみた

いですね。最後にクラスとイーアスまなびや

校のＰＲがありましたらお願いします。 

稲垣先生：まなびやイーアス札幌校、毎週水

曜日午後５時から６時１０分まで７０分間のクラ

スになっています。幼稚園の年長さんからな

のですが年中さんから始めたいという方はク

ラスに見学に来ていただいて無理のない程

度でレッスンに参加できます。上は小学校高

学年なのですが通える時間であれば中学生

でも歓迎です。初心者大歓迎です。是非後

ろにあるまなびやイーアス札幌校では見学、

体験を受け付けております。 

高嶋氏：スクールで楽しむのも良いのですが

このようなステージでみんなに見ていただい

てその中で踊るのも楽しみの１つでもあります

ものね。 

稲垣先生：そうですね。たくさんこのような発

表のイベントの機会もあります。 

高嶋氏：是非、またすてきなダンスを披露して

ください。ありがとうございました。まなびや

イーアス札幌校、ちょうど皆様がステージに向

かった真後ろにまなびやのイーアス札幌校が

ありますので是非、興味のある方お帰りの際

にのぞいてくださいませ。 

  ライヴパフォーマンス②（ジュニアＪＰＯＰダンスチーム） 



１９ 

ルミナリア：改めましてみなさんこんにちは 

私たちは札幌を拠点に活動するご当地アイド

ル ルミナリアです。ここで自己紹介をさせて

いただきます。 

１６歳のなおりんこと、なおです。 

宜しくお願いします。私がやっている３Ｒは印

刷などで失敗してしまった時に裏が白紙の

事ってありますよね。そのような時にその紙を

自分ではさみとかで切って重ねていって最後

テープで留めてメモ帳にしてメモ帳を買わな

いようにしてごみを減らすことをしています。

今日は一生懸命頑張りますので宜しくお願い

します。 

ルミナリアリーダーのゆりりんです。 

私が取り組んでいる３Ｒは、マイ箸を持ち歩く

ことで割りばしなどをつかわないでごみを減ら

すという事を心がけています。今日１日宜しく

お願いします。 

１７歳のひかりです。 

私が取り組んでいるのは良くコンビニとか百

均とかでレジ袋をもらわないようにごみを出さ

ないことです。今日も１日お願いします。 

１８歳のみかです。 

私が取り組んでいることは出かける時にマイ

ボトルを持ち歩いています。宜しくお願いしま

す。 

えれなです。 

私が取り組んでいるのはいらなくなった衣装、

服などを他の子にあげたりすることです。宜し

くお願いします。 

高嶋氏：ルミナリアのみなさんでした。 

今１度大きな拍手でお迎えください。ありがと

うございました。３Ｒ推進北海道大会2013の広

報大使に任命されました。１人１人の３Ｒの取

り組みもご紹介していただきました。ありがとう

ございます。  

 

ライヴパフォーマンス②（ルミナリア） 



３Ｒトークセッション②『みんなでやってみよう！“もったいない”が“かっこいい”宣言 』 

２０ 

高嶋氏：２回目のトークセッションなのですが

全員女性です。女性は、私もそうなのですが

エコバッグ、タンブラー１つか２つあればいい

と思うのですがなんか買ってしまうんですよ

ね。余計なものを買ってしまうのが女性なの

かなと思うのですが、その中でももったいない

から繰り返し使うなどのみなさんの日々の暮ら

しの工夫などもお聞かせいただけれると良い

と思います。宜しくお願いします。 

まず私の隣にいらっしゃるのが株式会社ソプ

ラティコＡ．Ｄ．Ｓインテリアデザイナーの金森

陽子さんです。宜しくお願いします。今日の３

Ｒイベントでは、ちょうどステージ向って右後

ろのところにアクセサリーを置いていただいて

いますよね。 

金森氏：そうですね、アクセサリー以外にも

色々なリユースした商品、インテリア雑貨を作

らさせていただいております。それを持ってき

ました。 

高嶋氏：どうしてもリユースしたものはちょっと

デザイン性が今一劣るのかなというイメージが

私の中ではあったんですよ。でも見てみると

すごく素敵なものが多いですよね。 

金森氏：ありがとうございます。 

高嶋氏：どのようなきっかけでこのような商品

を作ろうと思われたのですか。 

 

 

金森氏：会社自体は、そもそも店舗のデザイ

ンですとか設計をやっています。取り組みの

きかけは、１から作るというのは簡単な事なの

ですが、あるものを使ってコストを抑えて作っ

たお店がお客様にとても喜ばれておりまし

て、お店だけではなくインテリアの雑貨も作っ

ていったらどうかということで雑貨の方は始め

て１年ぐらいしか経っていないのですが作らさ

せていただいております。 

高嶋氏：デザイナーさんというのは１から作る

方が得意なのですね？ 

金森氏：あるものにたす方が簡単ですしコスト

も安くできるのですが大抵、みなさん１から作

りたがります。 

高嶋氏：作りたがる方がいるなかであるものを

使って更にデザイン性、実用性の高いもの、

そして欲しいと思うものこれが３拍子も４拍子

もそろうって大変な事ですよね。 

金森氏：商品を開発するのも結構時間がか

かってます。 

高嶋氏：１年たってみてみなさんの反応いか

がですか。 

金森氏：みなさん、面白がっていただいてい

ます。 

高嶋氏：一瞬見るとアクセサリーだと思うので

すが良く見るとねじの部分ですとかアクセサ

リーこわれたチェーンの部分でできているの

ですね。 

㈱ソプラティコＡ．Ｄ．Ｓ インテリアデザイナー 

                   金森陽子氏                                     

特定非営利活動法人 ひまわりの種の会 

                            理事長 新保るみ子氏   

ルミナリア  

 （コーディネーター：高嶋 伴子氏） 

  



２１ 

金森氏：ぱっと見た目では、良くわから

ないのですがよくよく見るとというのが

面白さだと思います。 

高嶋氏：通常のアクセサリーを売るより

も会話が生まれますよね。 

そして、ひまわりの種の会理事長の新保

るみ子さんです。宜しくお願いします。

今回３Ｒのこのイベントにどのような事

でご協力いただいていますか。 

新保氏：ブースでリサイクルおもちゃの

体験コーナーを設けています。 

高嶋氏：リサイクルのおもちゃというと

楽しく遊べるものですよね。どういった

ものになるのでしょうか。 

新保氏：是非、体験してのお楽しみでは

あるのですが魚釣りゲームとロケット作

りをやっています。 

高嶋氏：ロケットとは膨らませた筒の長

いものがありますね。 

新保氏：これは全てリサイクルでできる

おもちゃです。 

高嶋氏：家ではおもちゃって子供が大き

くなってしまうと使わないものが多くな

るので買うよりも作りたいと思っている

方多いと思うのです。服のように大きく

なって使わなくなったものを近所のお子

様にあげるというのは、おもちゃでは壊

れてしまったりしてなかなかできないと

思うのですが作ることができたら楽しい

と思うんですね。ただ自分の力でおも

ちゃって作れるのかなと考えたりします

ね。 

新保氏：実は私の子供が小さい時に子供

と２人でちらしを丸めておもちゃを一緒

に作ったという思い出があります。親と

子の時間が作れて･･･。家の中でできるも

のですからすごくメカニカルなものとか

ではないですがハートがこもっていると

思います。 

高嶋氏：なかなか捨てられなくなってしまいま

すね。思い出の品物ですね。 

続きましてルミナリアのみなさんなのですが今

日、会場内で色々パネルをご覧になってまず

は今までの感想を一言お願いできますか。 

ルミナリア：今までリサイクルをしてものを作っ

たりとかそのような発想自体が普段生活して

いると出てこないと思うのですがこの機会に

色々見てみるとリサイクルしたものはそういうも

のですごく良いところがたくさんあると思った

し自分もできる事からやってみたいと思いまし

た。 

高嶋氏：ありがとうございます。お隣の方いか

がですか？ 

ルミナリア：私も使ったものなどで新しいもの

を生み出したいと思いました。 

高嶋氏：作る方で挑戦したいなと思ったので

すね。頼もしいですね。会場内を見てみて３

Ｒで思ったのがこのような事をしなければなら

ないという思いもそうなのですがデザインを見

て、なにか生み出したい創りたいと思う方もい

るって事ですよね。 

金森氏：そのように思ってくれるとうれしいで

すね。 

高嶋氏：ルミナリアのみなさんは１０代ですよ

ね。私たちステージ向って左側の３名はルミ

ナリアさんと同じ年代の頃は意識も薄かった

と思います。子供の頃にペットボトルが出てき

てリサイクルという言葉自体の認識もなかった

と思います。今の時代の若い子供達は大変

だなと思ったことないですか。 

金森氏：私の子供の頃も考えてなかったです

ね。 

高嶋氏：ごみの分別なども今では全国どこの

市町村でもやっていて結構大変ですよね。 

金森氏：ごみ箱も何個も必要ですしね。 

３Ｒトークセッション② 



２２ 

高嶋氏：そういった取り組みが生活の中に若

いころからあるという事もいいことですよね。実

際、ルミナリアのみなさんは日々の生活の中

で大変だなと思っていることはありますか。大

使に任命されて気付いたこととかありますか。 

ルミナリア：私は電気をつけっぱなしでよく

眠っちゃったりするのですが、そのようなとこ

ろがダメだなと思っています。あとはペットボト

ルのラベルは分別しなくてはと意識していま

す。 

高嶋氏：ご自宅でお母さんが積極的にしてい

ること、なにかあったら教えてください。 

ルミナリア①：牛乳パックを切ってまな板にし

ています。 

ルミナリア②：生ごみを庭に埋めてあまりごみ

をださないようにしていました。 

ルミナリア③：お風呂の残り湯を洗濯にまわし

たりしてます。 

新保氏：私もるみ子なのでルミナリアでいいで

すか？ルミナリアさん５人と私のＲが加わって

６つのＲになります。そうすると３Ｒが２倍おもし

ろいという事で・・・。 

高嶋氏：そこは“お・も・て・な・し”ではないの

ですね(笑)。 

私達の世代から見て若い子達がこのように取

り組んでいることについてどうお考えですか？ 

新保氏：その時の時代背景によって、全くライ

フスタイルが変化してきています。 

高嶋氏：３Ｒという言葉自体聞いたことがない

という方もおられると思いますが生活の中に

普通にあることで、それは世代を越えてもある

ことだと思います。 

高嶋氏：ルミナリアさんは大使として任命され

て色々活動していくと思うのですが初めて

知った事って何か

ありますか。 

 

ルミナリア：札幌市の家庭のごみの量なども

今、減ってきているというのを始めてパネルで

知ってこのような取り組みの効果が出てきて

いるのかなと感じています。もったいないと勧

めていることがかっこいいではなくダサいと思

われている時代もちょっとありましたよね。 

金森氏：ちょうどリサイクルという言葉が流行り

出した頃とかはそうだったかもしれませんね。 

高嶋氏：あまり節約という言葉を全面に出す

のがためらわれた時もあったと思うのです

が・・･。 

金森氏：今は逆にそのような事をしていないと

冷たい目で見られてしまうような時代になりま

したね。 

高嶋氏：もったいないがかっこいい、そのかっ

こいいデザインの部分を担当しているじゃな

いですか。その責任のようなものを感じます

か。 

金森氏：責任といいますかアイディアの発信

というものをしていかなければいけないのか

なとは思っています。 

高嶋氏：いいものだと思ってもそれがどのよう

に作られてというところまで関心がもてないと

いうところありますよね。かわいいな、値段いく

らかな、素材はなにかなぐらいで終わってしま

いますよね。だから私達の側というよりかは与

えてくれる側がどんどん発信してくれないと受

け取れないというのがありますよね。 

新保氏：情報自体わからないというのがある

のでおしゃれな感覚でＰＲしていくのは大切

ですね。 

高嶋氏：ルミナリアのみなさんは広報大使に

任命された時に３ＲのＲ、全部知ってました

か？ 

ルミナリア：全員知りませんでした。リサイクル

は耳にすることはあったのですが内容など

知ってみて自分が生活している中で何気なく

行っていることが３Ｒにつながっていたるする

ので身近なところからやっていこうかなと思い

ました。 

 

３Ｒトークセッション② 



２３ 

高嶋氏：会場の展示を見てみると札幌市のご

み減量の取り組みをはじめ、環境省、農林水

産省、北海道のパネルがあるのですが全部

が資源なんですよね、ルミナリアさんが着てい

るかわいらしい服も全て資源から出来ていて

実は資源に限りがあるという事も会場内のパ

ネルを見ていただけれるとわかるかと思いま

す。限りがあるという事を実感したことってあり

ますか。 

金森氏：生活の中では、資源に限りがあると

実感した事はないですね。 

高嶋氏：西村先生にお話いただいたように南

極の生活がすごく大変で資源に限りがあると

いうお話をキャッチするしか私達に実感が生

まれないという事はありますよね。 

新保氏：しかし、ガソリン代がどんどん上がっ

てきています。電気代も少しづつ上がってく

る。直接、生活に結びついて感じていくことも

多くなってきています。 

高嶋氏：ルミナリアさんが環境の問題も含めて

思っていることなんですか。 

ルミナリア：ごみなどを素敵なものに変えること

ができるのならば私もどんどんそのようなもの

を使いたいなと思いました。 

金森氏：ガラスのしずくという商品を出してい

るのですが、たまたま知り合いでガラス工芸を

やられている方がいて工房に遊びに行った

時にガラスの玉が段ボールにいっぱい入って

いました。これは何ですかと聞くと、これは埋

め立てるごみなんだと言われました。 

制作時にできるガラスのごみなんですよね。

それを見た時にこれ、何かに使いたいと思い

ましてマグネットにしたらどうかということで開

発したのでこの商品です。 

高嶋氏：これから狙っているアイデア等ありま

すか。 

金森氏：テントの素材、コーヒー豆が入ってい

る麻の袋など使用して新商品ができないかと

考えています。いつもなにかにできないかと

考えてしまうんです。 

オリジナリティを重視しています。 

高嶋氏：新保さんも何かできないかと考えて

しまう時ありますか。 

新保氏：私も金森さんの古いバージョンで

色々考えています。 

高嶋氏：ルミナリアさんの挑戦したいものはあ

りますか。 

ルミナリア①：１度使ったものをもう１度使うと

いう行為がなかなかできなかったですが色々

チャレンジしてみたいなと思いました。 

ルミナリア②：食べ物を残してしまうのでそれ

を肥料にするにはどうすればいいか調べたい

と思いました。 

ルミナリア③：お菓子の缶などかわいいもの

は何かに使えるかもと捨てないでおくのです

が特に何にするのでもなく結局たまってし

まって捨てざるおえなくなってしまうのですが

捨てる前にもう１ひねりできないか考えます。 

高嶋氏：私も買わずに使えるものを探してみ

ます。 

新保氏：使えないはぎれ等を使用してエコ

バッグづくりなどもやっていきたいですね。お

しゃれに作って自慢げに買い物に行きたい

ですね。 

高嶋氏：自分が手を加えたものって人に見せ

たくなりますよね。じゃあ、ルミナリアさん、代

表でリーダーに聞きます。３Ｒ推進北海道大

会2013広報大使を任命されましたが、今の実

感とどのような責任があると思われています

か。 

ルミナリア：今はわからない事がどちらかと言

えば多いですが、このように任命していただ

いてどんどん色々な事を知って驚きとかこん

な事もあるんだとか思うのですが、そこで終

わってはいけないと思って私達自身も取り組

みつつ私達に会いにきてくれるみなさんにも

どんどん自分達から勧めていくことで、頑張っ

ていかなければと思っています。 

高嶋氏：是非、一緒になって頑張っていきた

いと思います。ありがとうございました。 

３Ｒトークセッション② 
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高嶋氏：残り時間がもう少しありますのでお二

方にはＰＲお願いできますか。 

新保氏：おもちゃづくりをブースの方でやって

います。４時からはガバチョゲームというのを

やりますので・・･。 

高嶋氏：ガバチョってどんなゲームですか。 

新保氏：プレイヤーが大統領になれます。大

統領になって自分の国の未来を作っていくん

ですけれども、お金儲けと環境を選びながら

豊かな国づくりをするというゲームです。４人

でできるゲームです。それと１１月中旬から１２

月までに大通公園でイルミネーションを自然

エネルギーであかりを灯しながら行います。 

金森氏：REデザインというブランドで今、ある

ものに価値を加えてできた新しいデザインを

コンセプトに色々な商品をブースで販売して

おりますので是非、見ていただけれればなと

思います。あと、ルミナリアのみなさんが今、１

個づつ商品を持ってくれているのですが、

ちょっとご紹介させていただいてもいいです

か。 

これはレコード盤を使ったポストカード入れで

壁にかけるとかっこいい感じになります。   

これはネックレスのチェーンを使って指輪を

作りました。                    

これは古い木を使ったキーホルダーです。 

これは家にごっそりあるボタンを集めてネック

レスにしました。宜しくお願いします。 

高嶋氏：“もったいない”が“かっこいい”宣言

と題しまして皆様にお楽しみいただきました。

本日は、３R推進北海道大会2013広報大使と

して任命されましたルミナリアの５名のみなさ

ん、そして新保さんと金森さんです。この後も

おつきあいいただきます。どうぞ宜しくお願い

します。皆様、ありがとうございました。“もった

いない”が“かっこいい”宣言と題しまして様々

なアイディアいただきました。 会場の中でご

覧になったアクセサリー、自分ももしかしたら

家で何かできるのではなんて不器用な自分

でもちょっと勇気がわくトークになりましたね。

ありがとうございました。 

 

３Ｒトークセッション② 



２５ 

高嶋氏：新保様には、なにやらたくさんのもの

を手にして登場いただきました。 

新保氏：先程、ご説明しましたロケットがこちら

です 

高嶋氏：ロケットという事は飛ぶんですよね。 

新保氏：ちょっと飛ばしてみてください。 

高嶋氏：意外と飛びますね。 

新保氏：これはデパートとかこちらの方にも置

いてあると思うのですが雨の日の傘袋を再利

用しています。尾翼はカレンダー、包装紙な

ど裏紙を使っております。空気がパンパンに

入っていると良く飛びます。 

新保氏：もう１つ、魚釣り、竿の部分はちらしを

丸めています。お魚さんもカレンダーや裏紙

を利用して好きなデザインで、これは、まんぼ

うですね。このようなものをブースで作成して

いますので作りに来てください。 

そして、これがガバチョです。プレイヤーが大

統領になって環境を守っていくかそれともお

金儲けをしていくかを大統領が選択します。

ガバメントがチョイスするということでガバチョと

いうゲームです。 

高嶋氏：環境教育カードゲームなのですか。 

新保氏：そうです。森林カードを出すと木がも

らえます。生産カードを出すとお金がもらえる

のです。実はこのゲームの素材もペットボトル

を使ってリサイクル素材を使っています。木の

コマもおもちゃづくりをした時にでる端材を

使っています。４つの国でどうするか競ってい

くゲームです。一番問題なのがゲームの間に

二酸化炭素がでるのですが、それを削減しな

ければならないという事です。 

高嶋氏：最初にどう選択して進んでいくかも重

要な選択になってきますね。 

新保氏：小さい子でも大人でもできるゲーム

です。デザインアワードという賞ももらいまし

た。意外とリアル感のあるゲームでもありま

す。是非参加してください。 

高嶋氏：ひまわりの種の会の新保るみ子さん

にご登場いただきました。ありがとうございまし

た。 

        

出展ＰＲ③  特定非営利活動法人ひまわりの種の会理事長 新保るみ子氏  
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ルミナリア：第１問  

３Ｒの３つのＲはリデュース、リユース、リサイク

ルである。 

高嶋氏：〇でしょうか×でしょうか？ さあどう

ぞ、簡単ですね 

正解は〇です。おめでとうございます。 

リデュースはごみを減らす事でリユースは繰り

返し何度も使う事、そして一番私達が耳にす

るリサイクルは再生して使用する事です。この

３つのＲ、３Ｒの推進大会となっておりますの

で是非、覚えて帰ってください。 

ルミナリア：第２問  

北海道で出る生活ごみの年間量は北海道内

で１年間に水揚げされる漁業、養殖業の生産

量より少ない。 

高嶋氏：さあ〇でしょうか×でしょうか？実は１

回目の時に玉ねぎの生産量で皆様に考えて

いただきました。北海道内の水産業は全国で

もトップの水揚げ量を誇ります。〇か×か  

さあお願いします。 

正解は×です。 

北海道内の水産物、平成２３年の年間の水揚

げ量は１３２．５万トン、生活ごみの発生量

（140万ﾄﾝ）よりは、わずかに少ないのです。

北海道の水産物の年間水揚げ量は多いこと

はわかっていますよね。それよりもちょっと多

いのですよ。本当にたくさんの生活ごみの年

間量が出ているのです。是非、皆様 今日の

夕飯の生ごみをちょっと減らすだけでもご協

力いただければと思います。 

ルミナリア：第３問  

生ごみで肥料を作るのはリデュースである。 

高嶋氏：さあ〇でしょうか？×でしょうか？さあ 

どうでしょうか。 

正解は×です。 

正解者が１名になりましたので、まずこの１名

にプレゼントさしあげます。ウルトラマンのエコ

バッグとルミナリアカードを差し上げます。どう

ぞステージにお越しください。 

ここで敗者復活でクイズ大会を続けます。 

ルミナリア：第４問  

ペットボトルから糸を作って衣服にリサイクル

できるでしょうか。 

高嶋氏：さあ〇でしょうか？×でしょうか？ 

正解は〇です。 

ペットボトルを繊維の原材料として使用してユ

ニフォームを作るペットボトルリサイクルという

取り組みがあります。皆様が普段飲んでいる

ジュースのペットボトルもユニフォームへとリサ

イクルされているのですね。それでは最後の

問題です。お願いいたします。 

ルミナリア：第５問  

フリーマーケットでいらなくなったものを持っ

ている人と欲しい人が売買するのはリデュー

スである。 

高嶋氏：〇でしょうか？×でしょうか？１問目

を振り返りながら良く考えてください。 

正解は×です。 

正解ちょうど５名いました。良く聞くと１問目と

ごっちゃになるのですがリデュースは×なん

です。１度使ったものをそのままの形で使わ

れるのでリユースになります。３Ｒのリデュー

ス、リユース、リサイクルを是非、覚えてくださ

いね。 

５名にプレゼントが用意されます。ウルトラマ

ンエコバッグ、スーパーの買い物袋にそのま

ま入れる事ができる大きさになっております。

おめでとうございます。 

     

３Ｒクイズ大会③ 
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ルミナリア：改めましてみなさんこんにちは。

私たちは札幌を拠点に活動するご当地アイド

ル ルミナリアです。ここで自己紹介をさせて

いただきます。 

１６歳のなおりんこと、なおです。 

宜しくお願いします。私がやっている３Ｒは印

刷などで失敗してしまった時に裏が白紙の

事ってありますよね。そのような時にその紙を

自分ではさみとかで切って重ねていって最後

テープで留めてメモ帳にしてメモ帳を買わな

いようにしてごみを減らすことをしています。

今日は一生懸命頑張りますので宜しくお願い

します。 

ルミナリアリーダー１７歳のゆりりんです。 

私が取り組んでいる３Ｒは、マイ箸を持ち歩く

ことで割りばしなどをつかわないでごみを減ら

すという事を心がけています。今日１日宜しく

お願いします。 

１７歳のひかりです。 

私が取り組んでいるのは、良くコンビニとか百

均とかでレジ袋をもらわないようにして、ごみ

を出さないことです。今日も１日お願いしま

す。 

１８歳のみかです。 

私が取り組んでいることは、出かける時にマイ

ボトルを持ち歩いています。宜しくお願いしま

す。 

１８歳のえれちゃんことえれなです。 

私が取り組んでいるのは、いらなくなった衣

装、服などを他の子にあげたりすることです。 

宜しくお願いします。 

 

ライヴパフォーマンス③（ルミナリア） 
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ライヴパフォーマンス③（ＪＡＭＪＡＭクラブ 大通気軽に踊り隊 ） 

高嶋氏：さあ、今日はたくさんのかわいらしい

子供達のダンスステージをご覧いただいてお

ります。ダンススクールＪＡＭＪＡＭクラブ大通

気軽に踊り隊のみなさんのステージとなりま

す。   それでは宜しくお願いいたします。 

※ダンスステージ 

ＪＡＭＪＡＭ先生：みなさん、こんにちはＪＡＭＪ

ＡＭです。ダンススクールです。今日はみなさ

んの前で日頃行っていることを披露しようと思

いましてこの場に立たせていただきました。こ

れからみなさんに振りを教えるので是非一緒

に踊ってください。 

※振付レッスン 

 ♪恋するフォーチューンクッキー♪ 

高嶋氏；このあと会場内は６時まであと、１０分

程でしょうか。そしてこの１０分程なのですが

先程ステージを盛り上げていただきましたダ

ンススクールＪＡＭＪＡＭのみなさんにあらため

てステージに登場いただきまして最後ダンス

ステージ皆様にお楽しみいただきたいと思い

ます。それでは会場の皆様、ステージの前の

方にお集まりいただきましてご参加ください。 

ダンススクールＪＡＭＪＡＭのみなさんです。そ

れでは宜しくお願いします。 

※ダンスステージ 

是非、一緒に踊って最後お楽しみください

ね。 

高嶋氏：ありがとうございました。 

ダンススクールＪＡＭＪＡＭのみなさんでした。 

 

 



２９ 

 

閉会挨拶 

 環境省北海道地方環境事務所   

     統括環境保全企画官 

        笹木 秀敏 

ご紹介いただきました環境省北海道地方環境事務所 

の笹木と申します。 

今日は１日お忙しいなかこの大会にご出席いただきま 

して誠にありがとうございました。 

最後に想定外の盛り上がりがありまして、スタッフ一同 

楽しいクロージングに繋げられたのではないかと思い 

ます。 

今年の大会ではみんなでやってみよう！エコ・トライ・ 

アールをテーマに身近な３Ｒの実践を主眼に開催 

いたしました。 

 

今日の講演やトークセッションでは講師の先生や 

参加者の皆様から私達のライフスタイルを改めて見直すのに 

大変、参考になるお話をお聞きできたのではないかと思います。 

大会を盛り上げていただきました参加者のみなさん、講師の先生、ルミナリアのみなさん、 

その他多くのかたがたには、長時間に渡り本当にありがとうございました。 

また大会の運営に参加、ご協力いただいたスタッフの方々にもあらためて御礼申し上げます。 

これを機会に私ども北海道地方環境事務所と致しましても３Ｒの推進、啓発事業に更なる展開を 

行い循環型社会の形成に向けて一層、施策を推進してまいりたいと思っております。 

今後ともどうぞ宜しくお願いします。 

最後に会場の皆さん、３Ｒは私達１人１人の日常の取り組みです。 

今日から皆様が出来ること、出来る範囲の事から３Ｒを実践していただけれればと思います。 

今日は長時間、本当にありがとうございました。 



 



環境省 北海道地方環境事務所 環境対策課 

 

〒060-0808 

札幌市北区北8条西2丁目 札幌第1合同庁舎 

     ＴＥＬ  011-299-1952 

     ＦＡＸ  011-736-1234  

委託機関 ㈱セレスポ 札幌支店 

 

〒003-0809 

札幌市白石区菊水9条3丁目5-13  

      ＴＥＬ  011-821-1810 

     ＦＡＸ  011-821-1811  

平成25年 12月 

本事業は、環境省北海道地方環境事務所の委託により実施したものです。 [禁無断転載] 

  この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断の基準にしたがい、 

  印刷用の紙へのリサイクルに適した材料「Aランク」のみを用いて作製しています。  



 

 

 

 

 

 


